
1 

 

令和6年度（2024年度）用 小学校社会科用 
 

 

 

 

 

 

 

「新編 新しい社会」 

知識の構造図 

【5年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

令和6年（2024年）年7月版 

 

東京書籍  



2 

 

□ 知識の構造図 世界の中の国土 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程  つかむ      調べる                      

 

  

日本は、北半球およびユーラシア大陸の東に位置し、大韓民

国、中華人民共和国、ロシア連邦などと隣り合っており、海に

囲まれた大小の島々から構成され、広い領海をもつ島国であ

る。                        ④-2 

世
界
の
国
々
は
、
多
様
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
国
旗
が
存
在
す
る
。 

② 

・
世
界
の
主
な
国
々 

・
国
旗 

日
本
は
、
海
に
囲
ま
れ
た
島
国
で
あ
る
た
め
、
広
い
領
海
を
も
っ
て
い
る
。
ま
た
周

辺
国
と
の
領
土
を
め
ぐ
る
問
題
が
あ
る
。 

④-

１ 

・
領
土 

・
領
海 

日
本
の
国
土
は
、
南
鳥
島
、
与
那
国
島
、
沖
ノ
鳥
島
、
択
捉
島
を
東
西
南
北
の
端
と

し
、
海
に
囲
ま
れ
た
大
小
の
島
々
で
構
成
さ
れ
、
海
を
へ
だ
て
て
大
韓
民
国
や
中
華

人
民
共
和
国
、
ロ
シ
ア
連
邦
な
ど
と
隣
り
合
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

③ 

・
国
土
の
広
が
り
と
ま

わ
り
の
国
々 

・
主
な
島 

・
海
岸
線 

世
界
に
は
六
大
陸
と
三
海
洋
が
あ
り
、
日
本
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
東
側
、
太
平
洋

の
西
側
に
位
置
す
る
。 

① 

・
六
つ
の
大
陸
と
三
つ

の
海
洋 

・
緯
度
と
経
度 

・
赤
道 



3 

 

□ 知識の構造図 国土の地形の特色 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程   つかむ        調べる                 
 

  

日本の国土は、平地が少なく、山地が多く、火山が多い。川

は山地から平地に向かって流れ、短く急である。 

③-2 

日
本
の
川
は
、
山
地
か
ら
平
地
に
向
か
っ
て
流
れ
、
外
国
に
比
べ
短
く
流
れ
が
急

で
あ
る
。
ま
た
日
本
に
は
大
小
様
々
な
湖
が
あ
る
。 

③-

１ 

・
川 

・
湖 

我
が
国
は
、
海
に
囲
ま
れ
た
島
国
で
あ
り
、
海
岸
線
が
長
く
、
山
が
ち
な
地
形
で

あ
る
。 

① 

・
国
土
の
地
形 

・
海
岸 

日
本
の
国
土
は
、
山
地
が
多
く
、
火
山
も
多
い
。
山
地
は
南
北
に
背
骨
の
よ
う
に

連
な
り
、
平
地
は
少
な
い
。 

② 

・
山
地 

・
山
脈 

 

・
火
山 

・
高
地 

 

・
高
原 

・
丘
陵 

・
平
地 

・
平
野 

 

・
盆
地 

・
台
地 
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□ 知識の構造図 低い土地のくらし 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程   つかむ     調べる                      

 

  

海津市の人々は、明治時代の川の大改修を経て、水害を克服し

てきた。低地の地形を生かした農業や、季節ごとの楽しみを生

かした観光などを通して、低地の自然環境を生かしたくらし

をしている。                    ⑤-2 

海
津
市
の
人
々
は
、
低
い
土
地
な
ら
で
は
の
川
や
水
を
生
か
し
た
楽
し
み
が
あ
り
、

市
民
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
観
光
な
ど
に
広
い
土
地
や
豊
か
な
水
を
生
か
し
て

い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

⑤-

１ 

・
河
川
じ
き 

岐
阜
県
海
津
市
は
、
三
つ
の
大
き
な
川
の
下
流
に
広
が
る
平
ら
な
土
地
で
、
多
く
が

堤
防
で
囲
ま
れ
、
土
地
の
高
さ
が
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
と
こ
ろ
も
あ
る
。 

① 

・
水
害 

・
堤
防 

・
輪
中 

輪
中
で
は
昔
か
ら
農
業
を
行
っ
て
い
た
が
、
道
路
や
揚
排
水
機
場
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

な
ど
の
整
備
に
よ
り
、
豊
か
な
水
を
生
か
し
た
大
規
模
な
農
業
を
可
能
に
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④ 

・
う
め
立
て 

・
揚
水
機
場 

・
排
水
機
場 

・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン 

海
津
市
に
は
、
も
と
も
と
川
が
入
り
組
ん
で
輪
中
が
多
く
あ
っ
た
が
、
明
治
時
代
に
、

ヨ
ハ
ネ
ス
・
デ
レ
ー
ケ
が
川
の
流
れ
を
完
全
に
分
け
、
水
害
の
発
生
件
数
は
大
幅
に

減
っ
た
。
今
で
も
地
域
の
人
々
は
協
力
し
て
水
防
演
習
を
行
い
、
水
害
に
備
え
て
い

る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 

・
治
水 

・
水
屋 

・
排
水
機
場 

・
水
防
演
習 
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□ 知識の構造図 高い土地のくらし 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程   つかむ    調べる                  

  

嬬恋村の人々は、高い土地に適応して生活しており、高原野菜

の生産や、季節ごとの気候を生かした観光産業を行うことを

通して、高原の自然環境を生かしたくらしをしている。 

⑤-2 

火
山
灰
が
積
も
っ
て
で
き
た
土
地
で
野
菜
づ
く
り
に
は
不
向
き
だ
っ
た
嬬
恋
村
を
、

人
々
が
土
地
を
改
良
し
て
夏
の
涼
し
い
気
候
を
生
か
し
た
り
、
交
通
網
の
発
達
を
生

か
し
た
り
し
な
が
ら
全
国
一
の
キ
ャ
ベ
ツ
の
生
産
地
に
し
て
い
っ
た
。 

 
 
 

③ 

・
火
山
灰 

・
土
地
を
耕
す 

・
高
原
野
菜 

群
馬
県
嬬
恋
村
は
、
千
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
高
原
で
、
周
囲
は
大
き
な
山
に
囲
ま
れ

て
い
る
。
東
京
に
比
べ
一
年
中
気
温
が
低
く
、
夏
は
特
に
涼
し
い
。 

① 

・
高
原 

・
火
山 

・
キ
ャ
ベ
ツ
畑 

夏
秋
キ
ャ
ベ
ツ
の
生
産
は
群
馬
県
が
最
も
多
い
。
夏
涼
し
い
高
原
の
気
候
を
生
か
し

て
、
春
か
ら
秋
ま
で
の
長
い
期
間
、
何
回
に
も
分
け
て
出
荷
し
て
い
る
。 

④ 

・
嬬
恋
村
の
キ
ャ
ベ
ツ

づ
く
り 

・
予
冷
庫 

・
促
成
さ
い
ば
い 

・
抑
制
さ
い
ば
い 

嬬
恋
村
に
は
、
高
い
土
地
な
ら
で
は
の
楽
し
み
が
季
節
ご
と
に
あ
り
、
自
然
や
気
候

の
特
色
を
く
ら
し
に
生
か
し
て
い
る
。 

⑤-

１ 

・
ス
ケ
ー
ト
の
授
業 

・
ハ
イ
キ
ン
グ 

・
ス
キ
ー 
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□ 知識の構造図 国土の気候の特色 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程   つかむ          調べる           

 

  

日本の気候には、四季の変化が見られ、南北の位置、地形や季

節風などによる地域差が大きい。また、つゆや台風等が、人々

のくらしに大きく関係している。 

③-2 

日
本
各
地
の
気
候
の
特
色
は
、
年
間
の
気
温
と
降
水
量
な
ど
で
区
分
さ
れ
る
。
ま
た
、

南
北
の
位
置
や
地
形
、
土
地
の
高
さ
な
ど
に
よ
っ
て
、
雨
の
多
い
地
域
、
雨
の
少
な

い
地
域
、
雪
の
多
い
地
域
の
よ
う
に
気
候
は
異
な
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 

③-

１ 

・
気
候
（
分
布
） 

・
気
温
（
分
布
） 

・
地
形 

日
本
で
は
四
季
の
変
化
が
見
ら
れ
、
日
本
列
島
が
南
北
に
細
長
く
山
が
ち
な
た
め
、

あ
た
た
か
い
地
域
や
寒
い
地
域
が
あ
る
。
四
季
の
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
日
本

の
気
候
の
大
き
な
特
色
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 

・
気
候 

・
四
季
の
変
化 

つ
ゆ
や
台
風
、
季
節
風
は
、
日
本
の
気
候
を
特
色
づ
け
て
い
る
現
象
で
あ
り
、
人
々

の
く
ら
し
に
も
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。 

② 

・
季
節
風 

・
つ
ゆ 

・
雪 

・
台
風 

・
降
水
量 
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□ 知識の構造図 あたたかい土地のくらし 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程  つかむ       調べる             

          

  

沖縄県では、夏の暑さや台風からくらしを守る工夫をすると

ともに、あたたかい気候や美しい自然を生かした観光産業が

さかんで、気候を生かした特産物があるなど、自然条件を生か

したくらしをしている。               ④-2 

沖
縄
県
で
は
、
一
年
を
通
し
て
気
温
や
湿
度
が
高
い
気
候
に
合
っ
た
さ
と
う
き
び
を

栽
培
し
て
い
る
。
ま
た
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
な
ど
沖
縄
県
の
気
候
に
合
う
特
産
物
も
栽

培
し
て
い
る
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 

・
さ
と
う
き
び 

・
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル 

・
き
く
づ
く
り 

沖
縄
県
の
人
々
は
、
歴
史
あ
る
豊
か
な
文
化
と
自
然
を
大
切
に
し
、
自
分
た
ち
の
文

化
を
守
り
、
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
努
力
を
し
て
い
る
。 

④-

１ 

・
文
化
（
琉
球
文
化
） 

沖
縄
県
は
、
夏
は
暑
い
日
が
長
く
続
き
、
台
風
が
多
く
、
一
年
を
通
し
て
あ
た
た
か

い
気
候
で
あ
る
。
人
々
は
夏
の
暑
さ
や
台
風
に
備
え
、
家
の
つ
く
り
な
ど
を
工
夫
し

て
く
ら
し
を
守
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 

・
沖
縄
県
（
那
覇
）
の
気

温
と
降
水
量 

・
３
月
の
海
開
き 

・
伝
統
的
な
家 

・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
づ
く

り
の
家 

・
地
下
ダ
ム 

沖
縄
県
は
、
一
年
を
通
し
て
あ
た
た
か
い
気
候
や
、
美
し
い
自
然
を
生
か
し
た
観
光

産
業
が
さ
か
ん
で
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
環
境
を
守
る
上
で

課
題
も
あ
る
。   

 
 
  
 
 
   

 
 
                                    

③ 

・
気
候
と
自
然
を
生
か 

 

す
観
光
産
業 

・
さ
ん
ご
し
ょ
う 

・
プ
ロ
野
球
の
キ
ャ
ン
プ 
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□ 知識の構造図 寒い土地のくらし 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程  つかむ    調べる 

 

  

北海道の人々は、冬の寒さや雪からくらしを守る工夫をする

とともに、夏の涼しさや雪を生かした観光や広大な土地を使

った農業などがさかんで、北海道の自然条件を生かしたくら

しをしている。                   ④-2 

北
海
道
に
は
、
昔
か
ら
先
住
民
族
の
ア
イ
ヌ
の
人
々
が
い
て
、
独
自
の
文
化
を
つ
く

っ
て
き
た
。 

④-

１ 

・
ア
イ
ヌ
文
化 

・
先
住
民
族 

北
海
道
は
、
冬
は
雪
が
多
く
寒
い
日
が
長
く
続
き
、
夏
は
涼
し
い
気
候
で
あ
り
、
自

然
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
人
々
は
冬
の
厳
し
い
寒
さ
に
備
え
、
家
の
つ
く
り
な
ど

を
工
夫
し
て
く
ら
し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 

・
札
幌
市
の
気
温
と
降

水
量 

・
ス
キ
ー
学
習 

・
三
角
屋
根
の
家
と
無

落
雪
の
家 

・
断
熱
材 

十
勝
地
方
で
は
、
広
大
な
土
地
や
夏
で
も
涼
し
い
気
候
を
生
か
し
て
農
業
や
酪
農
を

行
っ
て
い
る
。 

③ 

・
十
勝
平
野 

・
輪
作 

・
酪
農 

・
米
づ
く
り 

雪
の
多
い
札
幌
市
で
は
、
除
雪
を
行
う
な
ど
雪
を
克
服
し
た
り
、
雪
を
生
か
し
て
観

光
を
営
ん
だ
り
し
て
い
る
。 

② 

・
雪
対
策 

・
除
雪 

・
雪
た
い
積
場 

・
ゆ
う
雪
施
設 

・
雪
ま
つ
り 
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□ 知識の構造図 くらしを支える食料生産 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程   つかむ         調べる                   

 

  

米
を
は
じ
め
、
野
菜
、
果
物
、
畜
産
物
、
水
産
物
な
ど
の
産
地
は
、
全
国
各
地
に
広

が
っ
て
い
て
、
外
国
が
産
地
の
も
の
も
あ
る
。 

① 

米
は
、
そ
の
地
域
の
地
形
や
気
候
に
合
わ
せ
て
全
国
各
地
の
水
田
で
生
産
さ
れ
て
い

る
が
、
特
に
東
北
地
方
や
新
潟
県
、
北
海
道
の
収
穫
量
が
多
い
。 

② 

野
菜
、
果
物
、
畜
産
物
は
、
自
然
条
件
を
生
か
し
て
生
産
し
て
い
る
た
め
、
主
な
産

地
は
、
生
産
物
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

③ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③
⑥ 

 

 

我が国の食料生産は、気候や地形などの自然条件を生かして

営まれ、国民の食料を確保する重要な役割を果たしている。 

④ 

・
産
地 

・
水
田 

・
％
（
パ
ー
セ
ン
ト
） 

・
生
産
額 
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□ 知識の構造図 米づくりのさかんな地域 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程   つかむ   調べる           

 

  

米
づ
く
り
の
さ
か
ん
な
庄
内
平
野
で
は
、
米
づ
く
り
に
適
し
た
自
然
条
件
が
そ
ろ
っ

て
い
る
。 

① 

米
づ
く
り
農
家
は
、
種
も
み
を
選
ぶ
と
こ
ろ
か
ら
出
荷
前
の
も
み
す
り
ま
で
、
様
々

な
仕
事
を
行
っ
て
い
る
。 

③ 

米
づ
く
り
農
家
は
、
耕
地
整
理
や
機
械
化
を
進
め
、
生
産
性
を
高
め
る
工
夫
や
努
力

を
進
め
て
き
た
。 

④  

農
業
協
同
組
合
（
Ｊ
Ａ
）
や
水
田
農
業
研
究
所
、
土
地
改
良
区
の
人
た
ち
は
、
安
全

で
お
い
し
い
米
づ
く
り
の
た
め
に
、
農
家
を
支
援
し
て
い
る
。 

⑤ 

 

生
産
さ
れ
た
米
は
、
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
保
管
さ
れ
た
あ
と
、
様
々
な

方
法
で
輸
送
さ
れ
、
消
費
者
に
届
け
ら
れ
て
い
る
。
米
づ
く
り
に
は
い
ろ
い
ろ
な

費
用
が
か
か
っ
て
い
る
。
直
接
消
費
者
に
販
売
す
る
方
法
を
と
る
農
家
も
あ
る
。 ⑥ 

米
づ
く
り
農
家
は
、
消
費
量
や
農
業
従
事
者
の
減
少
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
る

が
、
課
題
解
決
の
た
め
に
工
夫
や
努
力
を
重
ね
て
い
る
。 

⑦ 

庄内平野で米の生産に関わる人々は、自然条件を生かしたり、

生産の工程や輸送方法を工夫したりして、安全でおいしい米

を消費者に届けるために努力している。 

⑧ 

 

 

・
庄
内
平
野 

・
日
照
時
間 

・
季
節
風 

・
専
業
農
家 

・
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー 

・ ・
生
産
性 

・
耕
地
整
理 

・
品
種
改
良 

・
農
業
協
同
組
合
（
Ｊ
Ａ
） 

・
費
用 

・
転
作 

・
生
産
調
整 
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□ 知識の構造図 水産業のさかんな地域 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程  つかむ   調べる 
 

  

我が国の水産業は、自然条件を生かして営まれており、水産業

に関わる人々は、生産性や品質を高めるよう努力したり輸送

方法や販売方法を工夫したりして、良質な食料を消費地に届

けるなど、食料生産を支えている。          ⑦ 

日
本
で
は
排
他
的
経
済
水
域
の
影
響
も
あ
り
、
遠
洋
漁
業
や
沖
合
漁
業
の
生
産
量
が

減
っ
て
い
る
。
漁
業
で
働
く
人
の
数
も
減
っ
て
い
て
、
水
産
業
の
課
題
を
解
決
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥ 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・
排
他
的
経
済
水
域 

・
漁
獲
量 

・
漁
業
で
働
く
人
数
の

変
化 

枕
崎
漁
港
の
近
く
に
は
、
伝
統
的
な
水
産
加
工
品
で
あ
る
か
つ
お
節
を
つ
く
る
工
場

が
数
多
く
あ
る
。
漁
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
か
つ
お
を
使
っ
て
、
時
間
と
手
間
を
か
け

て
つ
く
ら
れ
た
か
つ
お
節
は
、
全
国
に
出
荷
さ
れ
て
い
る
。                

④ 

・
か
つ
お
節 

・
水
産
加
工 

・
養
し
ょ
く
・
さ
い
ば
い

漁
業 

・
赤
潮 

鹿
児
島
県
で
は
、
か
ん
ぱ
ち
や
ぶ
り
、
う
な
ぎ
な
ど
の
魚
の
養
殖
が
さ
か
ん
で
あ
る
。

ま
た
魚
の
と
り
す
ぎ
で
水
産
資
源
が
減
ら
な
い
よ
う
に
、
魚
を
と
る
際
の
決
ま
り
を

つ
く
っ
た
り
、
栽
培
漁
業
に
も
取
り
組
ん
だ
り
し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

⑤ 

・
水
産
業 

・
暖
流
と
寒
流 

・
漁
場 

・
漁
港 

・
大
陸
だ
な 

日
本
は
世
界
有
数
の
魚
介
類
の
消
費
国
で
あ
り
、
魚
介
類
は
重
要
な
食
料
で
あ
る
。

日
本
の
ま
わ
り
に
は
寒
流
・
暖
流
が
流
れ
て
い
て
よ
い
漁
場
が
あ
り
、
全
国
に
多
く

の
漁
港
が
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 

鹿
児
島
県
で
は
、
遠
洋
で
の
か
つ
お
漁
が
さ
か
ん
で
あ
る
。
か
つ
お
漁
に
は
、
一
本

釣
り
や
ま
き
網
漁
な
ど
の
方
法
が
あ
り
、
魚
群
探
知
機
で
魚
の
群
れ
を
探
し
た
り
、

と
っ
た
魚
を
す
ば
や
く
冷
凍
し
た
り
す
る
な
ど
工
夫
し
て
漁
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

② 

・
遠
洋
漁
業 

・
魚
群
探
知
機 

・
ま
き
あ
み
漁 

・
水
あ
げ 

鹿
児
島
県
枕
崎
の
漁
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
は
、
魚
市
場
で
せ
り
に
か
け
ら
れ
た
の

ち
、
全
国
へ
運
ば
れ
る
。
魚
を
消
費
者
の
も
と
へ
届
け
る
ま
で
に
、
様
々
な
人
々
が

関
わ
る
こ
と
で
価
格
が
変
動
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 

・
魚
市
場 

・
せ
り 

・
価
格 
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□ 知識の構造図 これからの食料生産とわたしたち 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程  つかむ     調べる                   いかす 
 

  

生
産
者
は
消
費
者
の
声
に
応
え
な
が
ら
、
生
産
物
の
価
値
を
高
め
た
り
、
最
新
の
技

術
を
取
り
入
れ
て
生
産
し
た
り
す
る
な
ど
、
食
料
生
産
の
発
展
に
向
け
た
新
し
い
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

➊ 

食料の多くを輸入に依存する我が国では、食の安心・安全の確

保、持続可能な食料生産・食料確保が重要な課題になってお

り、食料自給率を上げることが大切である。 

④-2 

我
が
国
の
食
料
生
産
や
食
料
確
保
に
は
、
米
余
り
、
輸
入
の
増
加
、
安
全
な
食
料
の

生
産
・
確
保
、
農
業
や
水
産
業
で
働
く
人
の
減
少
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

① ① 

・
食
料
生
産 

・
食
料
自
給
率 

・
輸
入 

・
価
値
の
高
い
農
産
物 

 

や
水
産
物 

多
く
の
食
料
を
輸
入
に
頼
る
我
が
国
で
は
、
食
料
を
安
定
的
に
確
保
し
て
い
く
こ
と

や
農
業
で
働
く
人
の
数
を
増
や
す
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
地
産
地
消
や
農
業
法
人
な

ど
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

 
 
 

 
 
 
    

 
 
 
 
 

④-

１  

・
地
産
地
消 

・
農
業
法
人 

和
食
や
洋
食
な
ど
食
生
活
の
多
様
化
が
進
む
中
で
、
我
が
国
は
多
く
の
食
料
を
輸
入

に
頼
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
食
料
が
大
量
に
廃
棄
さ
れ
る
な
ど
の

問
題
も
生
じ
て
い
る
。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
     

 
 

② ② 

・
和
食
と
洋
食 

・
食
生
活
の
変
化 

・
輸
入
量 

・
食
品
ロ
ス 

消
費
者
の
食
の
安
心
・
安
全
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
で

は
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
取
り
組
み
、
検
疫
所
で
は
輸
入
食
品
の
検
査
な
ど
の
取
り

組
み
を
行
い
、
食
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。 

 
 
 
 

 
 
 
 

③ 

・
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ 

・
食
の
安
心
・
安
全 

・
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ 

・
検
疫
所 
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□ 知識の構造図 くらしを支える工業生産 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程   つかむ   調べる                   

 

  

工
業
の
種
類
は
、
機
械
、
金
属
、
化
学
、
食
料
品
、
繊
維
な
ど
に
分
類
す
る
こ
と
が

で
き
、
様
々
な
工
業
製
品
が
わ
た
し
た
ち
国
民
の
生
活
を
支
え
て
い
る
。 

①
‐
１ １ 

日
本
で
は
、
各
地
で
様
々
な
工
業
が
さ
か
ん
に
営
ま
れ
て
い
る
。 

 

①
‐
２ 

日
本
で
は
、
全
国
各
地
に
工
場
が
分
布
し
て
い
る
。
工
業
生
産
が
さ
か
ん
な
地
域
は

工
業
地
域
や
工
業
地
帯
と
呼
ば
れ
、
太
平
洋
ベ
ル
ト
を
中
心
に
海
沿
い
に
広
が
っ
て

い
る
一
方
で
、
内
陸
部
に
も
分
布
し
て
い
る
。 

 
 
 
 

  
 
 
 

       

② 

  

④  

日
本
の
工
場
は
大
工
場
と
中
小
工
場
か
ら
な
り
、
工
場
の
多
く
は
中
小
工
場
で
た
く

さ
ん
の
人
が
働
い
て
い
る
が
、
生
産
額
は
半
分
以
上
を
大
工
場
が
占
め
て
い
る
。
現
在

の
日
本
の
工
業
は
機
械
工
業
が
さ
か
ん
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
    

③
‐
１ 

日本では様々な種類の工業が営まれており、太平洋ベルトを

はじめとして、全国各地に工業のさかんな地域が分布してい

る。 

③－２ 

 

                           

⑤ 

 

 

・
機
械
工
業 

・
金
属
工
業 

・
化
学
工
業 

・
食
料
品
工
業 

・
せ
ん
い
工
業 

・
そ
の
ほ
か
の
工
業 

・
工
業
製
品 

・
工
業
生
産
額 

・
工
業
が
さ
か
ん
な
地
域

の
分
布 

・
工
業
地
域
・
工
業
地
帯 

・
太
平
洋
ベ
ル
ト 

・
大
工
場
と
中
小
工
場 
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□ 知識の構造図 自動車をつくる工業 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程   つかむ   調べる                  

 

  

日
本
は
自
動
車
の
生
産
が
さ
か
ん
で
あ
り
、
愛
知
県
豊
田
市
に
は
、
多
く
の
自
動
車

を
つ
く
る
工
場
が
集
ま
っ
て
い
る
。 

① 

組
み
立
て
工
場
で
は
、
す
ば
や
く
、
正
確
に
、
効
率
よ
く
自
動
車
を
つ
く
っ
て
い

る
。 

③ 

関
連
工
場
の
人
々
は
、
組
み
立
て
工
場
か
ら
の
注
文
に
合
わ
せ
て
部
品
を
つ
く
り
、

組
み
立
て
工
場
の
人
々
と
協
力
し
て
自
動
車
を
生
産
し
て
い
る
。 

④  

完
成
し
た
自
動
車
は
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ー
や
船
で
国
内
や
国
外
に
輸
送
さ
れ
る
。
ま

た
、
輸
送
費
を
抑
え
、
外
国
の
人
に
合
わ
せ
た
自
動
車
を
つ
く
る
た
め
に
現
地
生

産
も
し
て
い
る
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑤ 

 

自
動
車
会
社
は
、
消
費
者
の
要
望
や
社
会
の
動
き
に
合
わ
せ
て
、
よ
り
よ
い
製
品

を
生
み
出
し
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

⑥ 

自動車生産に関わる人々は、消費者の需要や社会の変化に対

応し、優れた製品を生産するよう様々な工夫や努力をして、工

業生産を支えている。 

                            ⑦ 

 

・
輸
送
用
機
械 

・
組
み
立
て
工
場 

・
組
み
立
て
ラ
イ
ン 

・
関
連
工
場 

・
キ
ャ
リ
ア
カ
ー 

・
自
動
車
専
用
船 

・
現
地
生
産 

・
脱
炭
素
社
会 

・
燃
料
電
池
自
動
車 

・
電
気
自
動
車 

・
自
動
運
転
技
術 
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□ 知識の構造図 工業生産を支える運輸と貿易 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程   つかむ   調べる                   

 

  

日
本
の
工
業
で
は
、
工
業
製
品
が
運
輸
の
働
き
に
よ
っ
て
運
ば
れ
る
と
と
も
に
、
港

や
空
港
を
通
じ
て
貿
易
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

① 

 

① 

工
業
製
品
は
、
製
品
の
種
類
や
量
、
輸
送
す
る
場
所
に
よ
っ
て
ト
ラ
ッ
ク
や
鉄
道
、

船
、
飛
行
機
な
ど
を
使
い
分
け
な
が
ら
各
地
に
輸
送
さ
れ
て
い
る
。 

② 

  

② 

日
本
は
、
工
業
製
品
に
必
要
な
燃
料
や
原
材
料
だ
け
で
な
く
、
国
内
で
は
つ
く
れ
な

い
も
の
や
国
内
よ
り
も
安
く
つ
く
れ
る
製
品
を
輸
入
し
て
い
る
。 

③ 

 

③  

日
本
は
、
輸
入
し
た
原
材
料
を
も
と
に
し
て
高
い
技
術
で
生
産
し
た
製
品
を
外
国
に

輸
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
輸
出
す
る
だ
け
で
な
く
、
海
外
で
の
現
地
生
産
も
増
加
し

て
い
る
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

④ 

 

④ 

 

資
源
の
多
く
を
輸
入
し
て
い
る
日
本
は
、
世
界
と
の
良
好
な
結
び
つ
き
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
な
ど
輸
入
に
ば
か
り
頼
ら
な
い
取
り
組
み

を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤
‐
１ ⑤  

 

運輸や貿易は、工業製品を各地に届けたり、日本の工業生産に

必要な燃料や原材料を確保したりするなど、工業生産にとっ

て重要な役割を果たしている。 

                         ⑤－2 

 

 

・
運
輸 

・
貿
易 

・
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル 

・
輸
送
も
う 

・
輸
送
手
段 

・
輸
入
額 

・
燃
料
や
原
材
料 

・
輸
出
額 

・
集
積
回
路
（
Ｉ
Ｃ
） 

・
資
源 

・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー 
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□ 知識の構造図 これからの工業生産とわたしたち 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程   つかむ   調べる                     いかす 

 

  

日
本
の
工
業
生
産
に
は
、
資
源
や
働
く
人
の
確
保
、
環
境
へ
の
配
慮
な
ど
の
課
題
が

あ
る
。 

① ① 

伝
統
的
な
工
業
で
は
、
昔
か
ら
伝
わ
る
技
術
を
守
り
な
が
ら
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
た

り
、
伝
統
的
な
技
術
を
生
か
し
て
新
し
い
製
品
を
開
発
し
た
り
し
て
い
る
。 

② 

東
京
都
大
田
区
の
工
場
で
は
、
そ
の
工
場
で
し
か
で
き
な
い
技
術
を
発
揮
し
た
り
、

工
場
ど
う
し
で
技
術
を
も
ち
寄
る
な
ど
の
協
力
を
し
た
り
し
て
、
国
内
外
で
評
価
さ

れ
る
よ
う
な
製
品
を
つ
く
っ
て
い
る
。 

 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ ④  

日
本
の
工
業
生
産
で
は
、
働
く
人
の
確
保
や
環
境
へ
の
配
慮
な
ど
、
持
続
可
能
な
社

会
を
目
指
し
て
、
新
し
い
技
術
や
し
く
み
を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。 

 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
   

 
 
                               

④
‐
１ 

 

日本の工業生産は、資源の確保や人口減少などの課題がある

なか、高い技術や伝統的な技術を生かしたり、工場どうしが技

術をもち寄って製品をつくったりするなど、国内外で評価さ

れる取り組みを行って発展していこうとしている。   ④‐２ 

 

                          ⑦

⑧ 

 

 

・
働
く
人
の
数 

・
地
球
環
境 

・
地
域
ブ
ラ
ン
ド 

・
伝
統
を
生
か
し
た
工
業 

・
オ
ン
リ
ー
ワ
ン 

・
仲
間
ま
わ
し 

・
中
小
工
場 

・
少
子
高
齢
化 

・
持
続
可
能
な
社
会 

・
資
源 

・
技
術 

・
品
質 

日
本
の
工
業
生
産
が
こ
れ
か
ら
も
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
「
消
費
者
の
願
い
」

「
高
い
技
術
」
「
環
境
へ
の
配
慮
」
「
資
源
確
保
」
な
ど
、
様
々
な
視
点
か
ら
工
業

の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。   

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

   
 

❶ 
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□ 知識の構造図 情報産業とわたしたちのくらし 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程   つかむ     調べる 

 

  

放送局で働く人々は、人々が求めている情報を集め、選ぶととも

に見たり聞いたりする人が情報を活用できるように正確にわか

りやすく伝える工夫や努力をしている。情報には、人々の行動を

決めるきっかけとなったり、報道被害や社会の混乱を引き起こし

たりするなど大きな影響力がある。              ⑥ 

テ
レ
ビ
な
ど
の
情
報
は
、
人
々
の
行
動
を
決
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
り
、
報
道
被

害
や
社
会
の
混
乱
を
引
き
起
こ
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。 

⑤ 

 

・
コ
マ
ー
シ
ャ
ル 

・
政
見
放
送 

・
報
道
被
害 

放
送
局
で
働
く
人
々
は
、
番
組
を
見
る
人
が
求
め
て
い
る
情
報
を
選
ぶ
と
と
も

に
、
働
く
人
た
ち
が
協
力
し
て
原
稿
や
映
像
を
編
集
し
た
り
、
内
容
を
確
か
め
た

り
、
見
る
人
が
情
報
を
使
え
る
よ
う
に
工
夫
し
た
り
し
て
放
送
し
て
い
る
。 

 

④ 

・
肖
像
権 

・
編
集
長 

・
ニ
ュ
ー
ス
番
組 

・
メ
デ
ィ
ア
（
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
） 

ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
は
、
全
国
や
世
界
の
で
き
ご
と
、
天
気
予
報
な
ど
の
情
報
が
、
そ

の
日
の
う
ち
に
集
め
ら
れ
、
放
送
さ
れ
て
い
る
。 

① 

放
送
局
の
人
々
は
、
一
本
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
を
つ
く
る
た
め
に
、
全
国
各
地
か
ら
情

報
を
集
め
、
正
確
さ
、
人
権
や
公
平
、
公
正
さ
を
考
え
つ
つ
、
見
る
人
に
わ
か
り
や

す
く
編
集
し
て
ニ
ュ
ー
ス
番
組
を
放
送
し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
     

 
 

③ 

・
記
者 

・
人
権 
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□ 知識の構造図 情報を生かす産業 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程   つかむ     調べる 

  

大量の情報や情報通信技術などの活用は、我が国の様々な産

業を発展させ、国民生活を向上させている。 

⑤ 

販
売
の
仕
事
を
す
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
は
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
、

他
の
産
業
と
も
つ
な
が
り
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
の
幅
を
広
げ
て
い
る
。 

④ 

・
情
報
通
信
技
術 

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
） 

・
サ
ー
ビ
ス 

 
販
売
の
仕
事
を
す
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
は
、
商
品
の
配
送
に
も
情
報
が
生

か
さ
れ
、
そ
れ
は
地
域
の
人
々
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
取
り
組
み
に
も
つ
な
が

っ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 

④ 

・
位
置
情
報 

・
商
品
の
配
送 

・
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
） 

・
電
子
マ
ネ
ー 

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン 

情
報
通
信
技
術
が
発
達
し
、
人
々
の
く
ら
し
や
様
々
な
産
業
に
お
い
て
情
報
が
活
用

さ
れ
て
い
る
。 

① 

販
売
の
仕
事
を
す
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
は
、
商
品
の
販
売
に
情
報
を
生
か

し
た
り
、
大
量
の
情
報
を
活
用
し
て
商
品
の
開
発
を
行
っ
た
り
し
て
い
る
。 

② 

・
大
量
の
情
報 

・
Ｐ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム 

・
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド 
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□ 知識の構造図 情報を生かすわたしたち 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程   つかむ        調べる                 いかす 

 

  

い
ろ
い
ろ
な
産
業
で
情
報
が
活
用
さ
れ
、
生
活
が
便
利
に
な
っ
て
い
る
一
方
、
必
要

な
情
報
を
選
ぶ
こ
と
や
、
正
し
い
情
報
モ
ラ
ル
を
知
り
、
適
切
に
情
報
を
活
用
す
る

よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

 
 
 

                

❶ 

家庭や社会では日常的に情報が活用され、インターネットの

活用は、便利さをもたらす反面、いじめや犯罪などの問題も起

きており、メディアリテラシーを身につけ、ルールやマナーを

守って活用することが大切である。           ②‐２ 

・
情
報
モ
ラ
ル 

学
校
や
家
庭
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
場
面
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
効
果
を
発

揮
す
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
正
し
い
使
い
方
を
す
る
必
要
が
あ
り
、
メ
デ
ィ
ア
リ
テ

ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②
‐
１ 

 

・
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー 

情
報
は
日
常
的
に
活
用
さ
れ
、
便
利
さ
を
提
供
す
る
反
面
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま

れ
る
な
ど
の
問
題
点
も
あ
る
。 

①
‐
１ 

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ 

・
パ
ソ
コ
ン 

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
た
く
さ
ん
の
情
報
を
送
っ
た
り
得
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
問
題
が
起
き
る
こ
と
も
あ
り
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
っ
た
活
用
が
大
切
で
あ

る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

①
‐
２ 

・
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー 
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□ 知識の構造図 自然災害を防ぐ 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程  つかむ     調べる 

 

  

自然災害は国土の自然条件などと関連して発生している。自

然災害から国土を保全し国民生活を守るために、国や都道府

県などが様々な対策や事業を進めている。 

⑥ 

日
本
に
は
多
く
の
火
山
が
あ
り
、
現
在
も
活
動
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
海
側
に
大

雪
の
降
る
場
所
が
集
中
し
て
い
る
。
国
や
都
道
府
県
で
は
、
災
害
に
応
じ
た
対
策
を 

し
て
、
少
し
で
も
被
害
を
減
ら
す
、
減
災
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。 

 
 
 

  

⑤  

・
火
山
の
観
測 

・
な
だ
れ
を
防
ぐ
さ
く 

・
減
災 

 
日
本
は
、
つ
ゆ
が
あ
り
台
風
が
よ
く
来
る
場
所
に
あ
る
た
め
、
洪
水
や
土
砂
災
害
な

ど
に
備
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
国
や
都
道
府
県
で
は
、
砂
防
ダ
ム
、
放
水

路
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
の
多
様
な
対
策
を
行
っ
て
い
る
。              

④ 

・
砂
防
ダ
ム 

・
土
砂
災
害 

・
放
水
路 

・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ 

日
本
は
複
数
の
プ
レ
ー
ト
が
出
合
う
場
所
に
あ
り
、
内
陸
に
も
断
層
が
多
く
地
震
が

多
い
。
地
震
の
前
触
れ
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
実
際
に
地
震
が
起
き
た
と
き
の
対
応

も
国
は
検
討
を
行
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

② 

・
プ
レ
ー
ト 

・
緊
急
地
震
速
報 

・
国
土
交
通
省 

・
耐
震
工
事 

津
波
は
、
大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
後
に
起
こ
る
。
国
や
都
道
府
県
で
は
、
津
波
災

害
に
備
え
、
防
潮
堤
や
津
波
避
難
タ
ワ
ー
を
建
設
す
る
な
ど
、
災
害
が
起
き
た
際
に
、

被
害
が
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
  

③  

・
津
波
ひ
な
ん
タ
ワ
ー 

・
防
潮
堤 

・
公
共
事
業 

 

・
地
震
災
害 

・
津
波
災
害 

・
風
水
害 

・
火
山
災
害 

・
雪
害 

日
本
で
は
様
々
な
自
然
災
害
が
頻
繁
に
発
生
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
発
生
す
る
可

能
性
が
あ
る
。 

① 
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□ 知識の構造図 わたしたちの生活と森林 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程   つかむ     調べる 

  

森林は、その育成や保護に従事している人々の工夫と努力に

より、国土の保全など重要な役割を果たしている。 

                           

⑥ 

 

森
林
に
は
、
水
を
た
く
わ
え
た
り
、
空
気
を
き
れ
い
に
し
た
り
、
土
砂
崩
れ
を
防
い

だ
り
す
る
働
き
が
あ
る
。
ま
た
、
森
林
資
源
は
、
木
製
品
と
し
て
生
か
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

⑤ 

 

・
防
雪
林 

・
防
砂
林 

・
防
風
林 

・
森
林
資
源 

・
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
人
工
林
に
は
、
木
材
を
生
み
出
す
働
き
が
あ
り
、
林
業
で
働
く
人
々
は
長
い
年
月
を

か
け
て
木
を
育
て
て
い
る
。
ま
た
、
林
業
で
働
く
人
々
は
山
の
環
境
を
守
り
な
が
ら

仕
事
を
し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④ 

・
人
工
林 

・
林
業 

・
木
材 

 

・
森
林
組
合 

・
間
ば
つ 

・
日
本
の
土
地
利
用 

森
林
は
、
日
本
の
国
土
面
積
の
約
３
分
の
２
を
占
め
て
い
る
。
森
林
は
全
国
に
広
が

っ
て
い
て
、
日
本
は
世
界
で
も
森
林
の
割
合
が
多
い
国
で
あ
る
。 

①  

天
然
林
に
は
、
人
々
の
安
ら
ぎ
の
場
や
生
き
物
の
す
み
か
を
つ
く
り
出
す
働
き
が
あ

り
、
そ
の
働
き
を
保
つ
た
め
に
は
、
森
林
を
保
全
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

③ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 

・
天
然
林 

・
白
神
山
地 

・
世
界
遺
産
・
赤
石
川 

・
保
護
地
区
・
遊
山
道 
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□ 知識の構造図 環境を守るわたしたち 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な  

学習の過程   つかむ    調べる                    いかす 

 

 

 

鴨川では、これまで市や工場、地域の人々などの様々な努力に

より、公害の防止や生活環境の改善が図られてきており、環境

保全につながる継続的な取り組みをすることや、健康な生活

を守ることが大切である。                   ⑤ 

鴨
川
は
京
都
市
の
産
業
を
支
え
る
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
い
こ
い
の
場
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
る
が
、
五
十
年
以
上
前
は
、
と
て
も
汚
れ
て
い
た
。 

①  

・
鴨
川 

・
Ｂ
Ｏ
Ｄ 

自
然
を
守
り
な
が
ら
人
々
が
生
活
し
て
い
く
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
大
切
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
異
な
る
立
場
の
人
々
の
意
見
も
ふ
ま
え
な
が
ら
考
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

❶ 

・
こ
と
な
る
立
場 

・
環
境 

・
自
然
に
対
す
る
二
つ

の
考
え
方 

き
れ
い
に
な
っ
た
鴨
川
を
守
る
た
め
に
、
住
民
た
ち
が
川
に
親
し
む
イ
ベ
ン
ト
を
行

っ
た
り
清
掃
活
動
を
行
っ
た
り
し
て
、
人
々
の
環
境
へ
の
意
識
を
高
め
る
取
り
組
み

を
し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

④ 

 

・
鴨
川
を
美
し
く
す
る
会 

・
条
例 

高
度
経
済
成
長
に
よ
っ
て
日
本
の
産
業
が
発
展
す
る
な
か
、
国
民
生
活
は
便
利
に
な

っ
た
が
、
環
境
に
対
す
る
国
民
の
意
識
が
低
く
公
害
が
発
生
し
た
。
鴨
川
で
も
住
民

の
意
識
が
低
く
、
川
が
汚
れ
て
し
ま
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 

 

・
高
度
経
済
成
長 

・
公
害 

全
国
的
に
公
害
が
広
が
っ
た
頃
、
国
は
法
律
な
ど
を
定
め
た
。
京
都
市
は
、
下
水
道

を
整
備
し
た
り
工
場
排
水
を
規
制
し
た
り
し
て
、
川
を
汚
さ
な
い
た
め
に
工
場
な
ど

と
の
協
力
を
進
め
た
。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

③ 

 

・
法
律 

・
下
水
道
の
整
備 

・
工
場
排
水
の
規
制 

・
友
禅
染


